
（２０１９年度） 第７１回 函館地区バドミントン選手権大会
兼 佐々木俊雄杯争奪バドミントン大会（大会要項）

１ 主 催 函館地区バドミントン協会

２ 後 援 高体連函館支部バドミントン専門部

３ 日 時 ２０１９年１０月１９日(土)～２０日(日)

４ 会 場 函館アリーナ〔函館市湯川町１丁目３２番３号〕 ☎：５７－３１４１

５ 競技種目 高校 高校男子Ａゾーン：（単）・（複） 高校女子Ａゾーン：（単）・（複）
の部 高校男子Ｂゾーン：（単）・（複） 高校女子Ｂゾーン：（単）・（複）

一般男子 （単）・(複） 一般女子 （単）・（複）
一 般 セミベテラン男子（単）・（複） セミベテラン女子 （単）・（複）
及び ベテラン男子 （単） ベテラン女子 （単）
年代別 ベテラン（複） 〔男・女の区分なし〕「１３：エントリー方法参照」

一般混合（複）〔Ｍｉｘダブルス〕

６ 大会日程 〔会場設営〕
□１０月１９日（土）８：００ 開場 高校 ダブルス・シングルス種目

(代表者会議)
開会式 一般・年代別 シングルス種目

ﾒｲﾝ ２２：００ 競技開始
ｻﾌﾞ １６：３０ 一般・年代別 Mixダブルス

〔会場整備〕
□１０月２０日（日）８：００ 開場

(代表者会議) 高校 シングルス種目
ﾒｲﾝ ２２：００ 競技開始
ｻﾌﾞ １６：３０ 一般・年代別 ダブルス種目

７ 参加資格 ①渡島・檜山・函館地区在住の一般社会人（大学生・高専生を含む）及び高校生
で、本年度、当協会への加盟登録完了の者。（当日の加盟登録も可）

② セミベテランの部は、大会前日において満３５歳以上の者とする。
③ ベテランの部は、大会前日において満５０歳以上の者とする。
④ ２年生までの高校生及び高専生は「高校の部」のみに出場すること。
⑤ ３年生以上の高校生及び高専生は一般の部に出場すること。
⑥ 「高校の部」は２部制(Ａゾーン･Ｂゾーン)とし、１校当たりの参加数は

無制限とする。
（ア）Ａゾーン：大会出場経験者を対象とする。
（イ）Ｂゾーン：大会未経験者・初心者を対象とする。
（ウ）ＡゾーンとＢゾーンとの重複出場は認めない。
（エ）Ａ・Ｂの区分は顧問（監督）の裁量で行うこと。提出されたランクに

ついては、競技委員会及び高体連：専門部で審査する。
⑦ その他、エントリー方法の詳細は、「13：エントリー方法」を参照のこと。

８ 競技規則 ①本年度、（公財）日本バドミントン協会の「競技規則」「大会運営規程」並びに
公認審判規定」に準ずる。

９ 使用器具 ①本年度、（公財）日本バドミントン協会検定合格用器具を使用する。
など ②使用球は、（公財）日本バドミントン協会検定球とする。（地区協会で用意する)

③服装については品位を保つため、(公財)日本バドミントン協会検定合格品を
着用のこと。



10 競技方法 ①各種目とも出場数が「２」又は「４以上」の場合は、トーナメント戦とする。
②出場数が「３」の場合は、リーグ戦とする。
③「高校の部」「一般の部・(年代別の部)」とも各種目ごとに三位決定戦を行う。

11 競技に ①該当種目内の出場申込数が「１」のみで、試合の成立が見込めない場合は、
関する 当該選手に確認のうえ、以下②の各項目に準じる。
諸注意 ②組合せ会議後のエントリー選手の変更については、監督会議の場で協議する。

但し、変更が認められた場合でも、次の(ｱ)･(ｲ)いずれかとなる場合がある。
(ｱ) (1)出場を取り消しにする。

(2)希望により、他の種目(但し、年少者の種目)に編入することも
可とする。

(3)(2)の場合は組合せ会議時に競技委員会で検討する.

(ｲ) (1)リーグ戦の場合はオープン参加とする。
〔従って、同一リーグ内の残りのチームの対戦成績のみで順位を決定する〕
(2)トーナメント戦の場合は次回戦への勝ち上がりはできないもの
とする。

12 競技役員 レフェリー（江刺家 大介） デピュティー・レフェリー（尾村 晃治）

13 エントリー
方 法 ① 一般及び年代別種目において、年齢区分の異なる者同士がパートナーを組んで

ダブルス種目に出場する場合には「年少者」の種目に出場すること。

② 一般及び年代別種目において「年長者」が「年少者」の種目に出場希望するこ
とは可とする。但し、「年少者」が「年長者」の種目に出場希望することは不
可とする。

③ 一般種目及び年代別種目の参加については一人：２種目(単１・複１)までの
出場を認める。

④ 混合(複)〔Ｍｉｘ：ダブルス〕の種目に出場を希望する者は、上記③に示す
２種目（単１・複１）までの出場のほかに、混合(複)を含め、３種目までの
出場を認める。〔混合（複）のみの１種目出場も可〕

⑤ ベテラン(複)の種目については「７ 参加資格③」により５０歳以上の者同士
で、男・女の区分なく以下の方法でペアを組んで出場することも可とする。

【ペアの組み方】（男・男）（男・女）（女・女）

⑥ 「高校の部」において学校事情により、やむを得ず「シングルス：Ａゾーン」
の選手と「シングルス：Ｂゾーン」の選手ががダブルスのペアを組んでエント
リーすることは「可」とする。その際、ダブルスのエントリー種目の区分
(Ａゾーン又はＢゾーン)については顧問(監督)の裁量によるものとする。
但し、上記「７ 参加資格：⑥(エ)」に準じて審査の対象とする。

14 参加料 ① 高校生の部（１・２年） 一人１種目（１５００円）
② 一般・年齢別の部(含む、高校３年) 一人１種目（１８００円）

❶ 組合せ会議後から大会当日(含む)の間に棄権が生じた場合の参加料について
は返金しない。

❷ 大会当日の選手変更(ｵｰﾌﾟﾝ参加)の場合の参加料については返金しない。
❸ 参加料は大会当日に、会場にて受け付ける。
❹ 高校の部で自校の生徒が他校の生徒とダブルスのペアを組んで出場する場合
は、所属する学校別に自校の生徒分のみの「人数(内数)＋参加料」を別紙
「様式１：参加申込一覧」の「表紙ページ」に記入すること。



15 申込方法 ①－１所定の用紙（様式１：参加申込一覧）(様式２：参加申込個票）に、
な ど 競技種目別に「男子は黒」・「女子は赤」で記入すること。

①－２もしくは、エクセルによる参加申込書（様式３：参加申込エクセル一覧・
個票）に入力のこと。

②不備のものや電話による申し込みは受け付けない。
③「様式１：参加申込一覧」は郵送またはＦＡＸでも可。「様式２：参加申込個
票は郵送可。「様式３」はメールで送付のこと。

④ 申込締切日〔高校の部〕２０１９年１０月 ５日（土）必着の
〔一般の部〕２０１９年１０月 ５日（土）こと！

⑤ 申込み先 〶０４０－００１２ 函館市時任町１１番３号
北海道函館中部高等学校内 尾村 晃治 （宛）

〔TEL〕 ０９０－６６９７－０９９６
〔FAX〕 ０１３８－５２－０３０３（職場）
〔MAIL]ｋｏｚｙ－ｏｍｕｒａ＠ｈｏｋｋａｉｄｏ－ｃ．ｅｄ．ｊｐ

（すべて半角で）
⑥ 申し込みに関する問い合わせは、尾村まで。

※一般・年代別の種目に出場希望する者は、「様式２：参加申込個票」は不要

16 組合せ ①〔日時・場所〕
会議に
ついて 高校の部 １０月１２日（土）函館工業高校 １３：３０～

一般の部 １０月１２日（土）函館工業高校 １３：３０～

※都合により組合せ会場が変更になる場合がる。
②函館地区協会がシード規定に則って行う。（シード規定は公開する）

※審判団（主審・線審）及び得点板係について （高校・一般・年代別）共通
17 審 判 ①タイムテーブルの１段目については、学校指名制にする。

について ②以降の試合は、敗者(学校・ｸﾗﾌﾞ)で主審・得点板係を行うこと。
③線審は対戦する選手の学校・クラブから１名ずつ相互に選出すること。
※線審・得点板係において人数不足がある場合は、該当する「試合の前」に
必ず本部席に連絡すること。

18 その他 ①服装は品位を保つため、（公財）日本バドミントン協会検定合格品とする。
②高校の部に出場する選手は、競技時に背面にゼッケンを必ずつけること。
③大会期間中、各日の競技開始前に代表者会議を開くので、高校及び一般の選
手の所属クラブの代表者１名は参集すること。
④公開練習の割り当てについては、別途知らせる。（大会当日配布の予定）
⑤ゴミは各自で持ち帰ること。
⑥２階席の走路区域での飲食はしないこと。

19 前年度優勝者（一般及び年齢別種目のみ掲載）
〔平成３０年度：優勝者〕（Ｈ３０年 １０月６・１３・１４日）

※空欄は該当者なし
ＭＤ 田中 健太 （市田組） ＷＤ 田中 果歩 （市田組）

笠間 勇汰 （市田組） 松本 香織 （市田組）
ＳＶＭＤ ＳＶＷＤ

ＭＳ 田中 健太 （市田組） ＷＳ 田中 果歩 （市田組）
ＳＶＭＳ ＳＶＷＳ

ＶＭＳ ＶＷＳ

Ｖ－ＭＤ 水上 京子 （ＢＬＣ．０６）
石田 ゆかり （ＢＬＣ．０６）

混合(複) 田中 健太 （市田組）
Mix 田中 果歩 （市田組）


